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あらまし：高等教育においてデータサイエンス教育が求められている中，多くの場合，データ処理に用い

られるのは，Python などの高級言語による処理である．それに対して，我々は，シェルスクリプトのコ

マンドを用いたデータ処理方法を提案しており，そのための新しいコマンド群（PT4A）の開発等も行っ

ている．本発表では，その手法について紹介と，授業実践の報告をする． 
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1. はじめに 
高等教育においてデータサイエンス教育が求めら

れている中，多くの場合，データ処理に用いられる

のは，Python などの高級言語による処理である．ま

た大規模データ処理を行うための手法とあげられる

のは分散処理技術 Hadoop などであろう． 
それに対して，我々は，シェルスクリプトのコマ

ンドを用いたデータ処理方法(1)(2)を提案しており，

大野と當仲を中心とする共同研究では，アカデミッ

ク向けのコマンド群（PT4A：Personal Tukubai for 
Academic）(3)の開発なども行っている． 
本稿では，シェルスクリプトを用いた大規模デー

タ処理について，その手法の紹介をするとともに，

金沢大学で実施した授業実践について報告する． 
2. シェルスクリプトを用いた大規模データ

処理と PT4A 
UNIX コマンドによる処理は，ファイルの処理で

ある．これは UNIX の哲学(4)に基づく処理であり，

その中のシェルスクリプトのコマンド群は，C 言語

などによるプログラミングの結果の活用に他ならな

い．シェルスクリプトのコマンドを使って，データ

処理を行う場合，その多くは，データファイル内に

書かれたプレーンテキストを扱うことになり，直観

的な作業が可能になる．そして，1 コマンド毎の結

果を確認しながら，コマンドとコマンドを「｜（パ

イプ）」で繋ぐことで，段階を追った作業が可能とな

り，最終的に，ある特定のデータ処理を行うスクリ

プトが完成する．これは扱うデータの規模が大きく

なっても，ほぼ同じ作業が行える． 
一方で，1 コマンドで行える操作が 1 つのため，

行いたい作業用コマンドが存在しないことがある．

そこで用意されたのが，USP 研究所の手によるエン

タープライズ向けコマンド群 uspTukubai であり，前

述の PT4A は，これらをパーソナル環境で動作させ

るためのパッケージである．なお，PT4A はアカデ

ミック分野に対して，無償提供されていて，

Windows10/WSL ， macOS ， GNU/Linux （ Ubuntu, 
CentOS）で利用可能となっている． 
3. 大規模データの準備 
授業で学生が演習に使用する大規模データとして，

定型データ（構造化データ）と非定型データ（非構

造化データ）の 2 種類を準備した．規模の目安とし

て，Excel などの表計算ソフトウェアで使用できない

レコード数（1,048,576 行分以上のデータ）を目指し，

ファイルは，シェルスクリプトを使って処理するた

めテキストベースの CSV ファイルにした．準備した

データは USB メモリに保存し，授業を履修する学生

に，授業期間中貸出をした． 
3.1 定型データ：気象庁アメダスデータ 

気象庁では，アメダス（AMeDAS：Automated 
Meteorological Data Acquisition System：自動気象デー

タ収集システム）と呼ばれる日本の各地 1,300 カ所

の気象観測所で構成される無人観測施設がある．こ

こで取得されたデータは，気象庁の Web ページから

公開されており，誰でも取得可能である(5)．またこ

れらのデータは，「気象業務センター」から一括で購

入する事もでき，今回は，大規模データ処理の演習

のため，2008 年から 2020 年までの 1 分ごとの 1,320
地点のデータを，共同研究者である USP 研究所が購

入した．これは圧縮されたバイナリデータで保存さ

れており，1 年間で約 6 億 8000 万レコード，全部で

約 83 億レコード分，1,320GB 分のデータとなる． 
演習で使用するために，これらのデータをテキス

トデータに変換すると共に，10 分毎のデータになる

ように間引いた．併せて，記録されているデータの

項目も整理し，「観測所,時刻,雨量,気温,風速,風向,日
照時間」という形で，1 年毎にファイルを分割した

データセットを準備した．この結果，合計でレコー

ド数 828,734,400，およそ 45GB のファイルが用意で

きた．この内，2018 年と 2019 年のデータについて
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は，学生が授業で演習に使用するパソコンの性能を

考慮し，さらに月ごとにファイルを分割したものを

用意した． 
3.2 非定型データ：Twitter データ 

Twitterでオリンピックについてつぶやかれたつぶ

やきは，kotoriotoko(6)を用いて収集した．kotoriotoko
は，松浦によって作成されたコマンド群で，これを

使用してつぶやきの収集が可能となっている(7)．こ

の授業では「オリンピック」をキーワードにつぶや

きを収集した．収集期間は 2020 年 1 月から 2021 年

5 月までで，およそ 100GB の非定型データである．

ただし，非定型部分はつぶやきの文章部分であり，

つぶやかれた日時などについては，定型化された半

構造化データの形をとっている． 
4. 授業での実践 
我々は，2016 年度から，ものグラミング(*)と

POSIX 中心主義(*)を題材として，大学コンソーシア

ム石川いしかわシティカレッジ(8)提供科目として，

「クラウド時代の「ものグラミング」概論」と「シ

ェルスクリプト言語論」の 2 つの授業の開講から授

業での実践を開始し，2019 年度からは集中講義「シ

ェルスクリプトを用いた「ものグラミング」演習－

POSIX 中心主義に基づく電子工作－」としても開講

している．本研究では，2021 年度 4 月に開講した「シ

ェルスクリプトを用いた「大規模データ処理」演習」

の授業について報告する． 
表 1 授業内容 

この授業では，学生にノートパソコンを準備して

もらい(9)，そのパソコンを使い，シェルスクリプト

による大規模データ処理の演習をする．授業内容は

表 1 の通りである．授業では，前節の内容で用意し

た大規模データを，USB メモリに保存して学生に貸

与した．これは使用するデータが大規模であるため，

ダウンロードすることが適さないためである．また，

そのファイルサイズ故に学生が準備している携帯型

パソコンのストレージに収まらない可能性を考慮し

た． 
シェルスクリプトを 使用する環境として

Windows10 の場合は WLS を，macOS の場合はター

ミナルを使用する．授業第 1 回から第 3 回までは，

パソコンの設定（WSL の導入から，PT4A などのコ

マンド群のインストールなど）を行うと共に，GUI
ではない CUI による操作方法，コマンドライン入力

とは何か，コマンド入力の方法などを説明している．

そこで大野，森で，これら前段の知識をオンライン

で学習可能な教材の作成を行い，授業開始時にでき

るだけ同じ状態で作業を始められるように整えてい

る．第 4 回授業では，當仲によるシェルスクリプト

を用いたシステム構築やデータ処理が実際のビジネ

スの現場でどのように扱われているかを示し，学生

が本授業の教授 j 内容を何故学ぶ必要があるのかを

明確にした．第 5 回以降は，前述で用意した大規模

データを実際に使用した演習を行った． 
5. まとめ 
さまざまな場面でデータサイエンスを活用する場

合，そこにある大規模データをどのように処理する

かが大きな問題となる．本研究では，その処理方法

としてシェルスクリプトを用いた．この処理方法だ

けで，全てが行えるわけではないが，データを分か

りやすく扱う方法としては非常に有意であろう．ま

た IoT デバイスなどを用いたデータ収集との親和性

も高く，インターネットを介してデータを集め，そ

れを逐次処理していく作業にも適している． 
我々は，今後，これらの手法を取りまとめて，デ

ータ・教材・教育方法を併せて，広く社会に開示す

ることを目指している． 
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 授業内容 
第 1 回 講義概要，PC の環境確認・設定，PT4A 設定 
第 2 回 CUI 入力と簡単なシェルスクリプトを用いた演習 
第 3 回 PT4A の使い方と演習 
第 4 回 特別講演と大規模データ処理における課題提示 
第 5 回・

第 6 回 
提示された課題解決に向けた大規模データを用いた

演習 
第 7 回・

第 8 回 
成果発表と追加課題のていじとまとめ 
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